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	雑誌論文とは
研究者は自分の研究成果を学術雑誌や紀要などに投稿し発表します。

これを「雑誌論文」といいます。

雑誌論文の探し方
雑誌などに掲載された論文を探すには、以下の論文情報が必要になります。

雑誌名／巻号／出版年／頁／論文の著者／論文のタイトル／版など

論文情報の多くは、データベース化され、オンラインで入手することができます。


	キーワード


オンライン目録（OPAC）や各種データベースを検索する際に利用するキーワードの例です。
	キーワード（複数可）
卒業論文のテーマやキーワード
例：現代中国の現況ついて知りたい
　　　中国　経済　政治　生活　歴史など

	入門的な情報源


そもそも、「×××」って、何？言葉の意味やテーマの意味が不明確な場合は「キーワード」を手がかりに百科事典、用語事典を引いてみましょう。

＜図書館で所蔵している情報編データベース（一例）＞
	資料情報（書誌情報）

	ネットで百科for　Library

	朝日新聞全文記事検索（聞蔵）にある「知恵蔵」


	雑誌・雑誌記事を探す（4年生情報文化・システム学科の学生（共通））


○ 雑誌論文の探し方

雑誌などに掲載された論文を探すには、以下の論文情報が必要になります。

雑誌名／巻号／出版年／頁／論文の著者／論文のタイトル／版など

論文情報の多くは、データベース化され、オンラインで入手することができます。
例）「MAGAZINE PLUS」
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　　　　　　　雑誌名　　　　　　巻号　　 刊行年月　　　ページ
○雑誌論文の探し方
MAGAZINEPLUS　 http://www.nichigai.co.jp/database/mag-plus.htmlインターネット
ＣｉＮｉｉ　http://ge.nii.ac.jp/genii/jsp/index.jspインターネット
国立国会図書館　http://www.ndl.go.jp/インターネット
ProQuest　 http://www.nuis.ac.jp/ic/library/toshyo/proquest/index.htmインターネット
JournalWeb　 http://jweb.kinokuniya.co.jp/user/controls.phpインターネット
Ingenta　 http://www.ingentaconnect.com/インターネット
冊子体の参考文献、引用文献などから　　冊子

○雑誌論文の探し方比較（メリット・デメリット）
　雑誌論文を検索するデータベースは、何種類かあります。以下にそれぞれの探し方による主なメリットとデメリット一覧を示します。

	
	概要
	主なメリット
	主なデメリット

	MAGAZINEPLUS
	日外アソシエーツが提供するデータベースです。一般誌から専門誌、大学紀要、海外誌紙まで収録した日本最大規模データベースです。
	学術雑誌のみでなく、一般誌・総合誌などを中心に、スポーツ雑誌や趣味的分野の雑誌も収録しているため、他のデータベースにない論文情報を入手できる。また、キーワード検索結果に対し、必要論文のみ抽出する機能がある。
	図書館の固定パソコンに限定しているため、利用場所の制限がある。

	CiNii
	国立情報学研究所（NII）が提供するデータベースです。検索された論文の引用文献情報をたどったり、本文を参照したりすることができます。また「機関定額制」契約により、学内限定で通常有料公開論文の全文を無料で入手できる。
	データベースが本文へのリンク情報を持っていれば、論文の全文を入手することができる。

検索した論文が、引用文献として紹介している論文の一覧を表示することができる(参考文献)。
	学内に限定しているため、利用場所の制限がある。

キーワード検索結果に対し、必要論文のみ抽出する機能がない。

	国立国会図書館
	国立国会図書館が提供するデータベースです。国立国会図書館が収集する国内刊行の雑誌のうち、学術誌・大学紀要・専門誌を中心として、人文・社会／科学・技術／医学・薬学と、あらゆる分野の記事に関するデータを収録した記事索引データベースです。
	学内外でどこからでも利用でき、利用場所の制限がない。
	検索インターフェースや検索結果の表示が他のデータベースより劣る。

全文が入手できない。

キーワード検索結果に対し、必要論文のみ抽出する機能がない。

	ProQuest
	紀伊國屋書店が提供するデータベースです。海外の雑誌論文を入手したい場合に利用します。様々な分野の学術雑誌を提供します。雑誌記事のほか、New York Timesの全文（1980年－現在）やUSA TODAY、Wall Street Journal等の新聞記事の抄録も収録している。(Academic Research Library）
	教員は、学内外でどこからでも利用でき、利用場所の制限がない。
全文リンクがあるものは、論文の全文を入手することができる。

	－


	JournalWeb
	紀伊國屋書店が提供するデータベースです。海外の雑誌論文を入手したい場合に利用します。現在購読中の外国雑誌のうち、全文閲覧可能なものが収録されている。
	全文リンクがあるものは、論文の全文を入手することができます。

	学内に限定しているため、利用場所の制限がある。


	Ingenta
	海外の雑誌論文を入手したい場合に利用します。Ingentaは1988年に英国で発足し、Uncover, CatchWordを統合しながら学術文献提供のためコンテンツの拡張を図り、IngentaConnectをスタートさせ、ポータルとしての機能を一層強化している。
	学内外でどこからでも利用でき、利用場所の制限がない。

	論文情報に誤りが多い。頁の記載がないなど不完全な情報のケースがある。


	論文の参考文献、引用文献
	主に図書や雑誌論文などの参考文献、引用文献情報から入手します。自分の研究テーマに沿った論文や図書を読んで、その最後に掲載の引用（参考）文献をたどっていく方法です。
	データベースでのキーワード検索ではヒットしない情報を入手できる。

	－



○雑誌論文の入手方法

探している論文が載っている雑誌が図書館にあるかオンライン目録（ＯＰＡＣ）で調べます。　
図書館にある場合：　借りる　／　論文をコピーする

図書館にない場合：　・他の図書館へ出向く

　

　「Webcat Plus」　　http://webcatplus.nii.ac.jp/インターネット　　　　
全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の総合目録データベース。探している資料がどの図書館にあるのかを調べる。

近隣図書館に所蔵館がないか確認する。

　
・他大学から資料を複写して送ってもらう（文献複写依頼の申請）

	雑誌・雑誌記事を探す（4年生情報文化学科の学生）


・JIIA日本国際問題研究所　http://www2.jiia.or.jp/librarylogin.php?lankjpインターネット　　　　
月刊誌「国際問題」の創刊号1960年4月から最近発刊された号まで掲載された論文を、「目次」　　及び「本文」の双方から検索可能とし、 公開可能の論文は、本文の閲覧までが可能になっています。この他に、・ 国際問題重要年表データベース（1945年2月－2004年）・ 国際問題重要文献データベース（1990年－2004年7月） ・ 重要テロ日誌（2003年10月－現在）など、国際的な問題に対して幅広い情報が提供されています。（最大5ユーザ）

・JSN（旧ジャパン・シー・ネットワーク）　http://www.jsn.co.jp/インターネット
「ダーリニ・ボストーク通信」は、ロシア極東の週刊経済情報誌で、記事が検索・閲覧できます。情報は、スタッフ及びロシア人契約ジャーナリストらが集めたオリジナルのもので、ロシア極東の動きを毎週リアルタイムに発信しています。「会員専用サイトへログイン」クリックして利用します。

・東洋経済統計月報　http://www.nuis.ac.jp/ic/library/local/toyoukeizai.htmインターネット
主要経済統計データをダウンロードできます。
	雑誌・雑誌記事を探す（4年生情報システム学科の学生）


・情報管理Web　http://johokanri.jp/インターネット
月刊誌「情報管理」のコンテンツ（1996年発行～）を無料で公開するサイトです。
	雑誌論文が見つからなかった場合


○新聞記事の探し方　

詳細は、パスファインダートップページ［新聞記事］参照
＜図書館で利用できるデータベース＞
	データベース
	新聞

	朝日新聞記事データベース（ＤＮＡ）
	朝日新聞

	日経テレコン21
	日本経済新聞


○図書情報の探し方

詳細は、パスファインダートップページ［図書］参照
＜図書館で利用できるデータベース＞
	データベース

	BOOKPLUS

	WebcatPLUS


○無料Webサイト（代表的なサーチエンジン）
キーワードを参考に、手がかりとなる単語やカテゴリーから関連サイトを検索しましょう。
・「Yahoo!」 http://www.yahoo.co.jp/　インターネット
ディレクトリ型＝情報を人の手で分野分けして提供。

・「Google」 http://www.google.co.jp/　インターネット
独自方式＝リンクを利用したページ分析による重要度判定を検索結果に反映

・「Ｇｏｏ」　http://www.goo.ne.jp　インターネット
ロボット型＝自動処理プログラムが情報収集。ヒット数が多いが該当以外のものを含む　ことがある。

	類縁機関


●類縁機関の紹介
○「国立国会図書館」　http://opac.ndl.go.jp/
〒100-8924　千代田区永田町1-10-1　電話：03-3581-2331（代）　
卒業論文を作成するための文献の探し方について-検索から入手まで-(雑誌論文)
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